
 

 

 

高杉晋作が福岡に来            

て今年で１５０年で す。 

             元治元年１１月 4 日

～２５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元治元年(1864)、長州藩内では俗論は勢力が台頭。危

険を感じた高杉は、筑前藩士の脱藩藩士・中村円太に

伴われて、筑前に落ち延びます。そこで九州諸藩の見

解を統一して再起を図ろうとするも失敗。失意の高杉

を匿ったのが、平尾山荘に住む女流歌人の野村望東尼

でした。月形、早川、鷹取といった勤王志士と共に高

杉に命がけの支援をした望東尼。わずか 10日間の滞在

でしたが、この平尾山荘での筑前藩士たちとの画策が

「功山寺決起成功」に大いに貢献しました。 

【11月 15日】幕末の筑前へタイムスリップ 

■高杉潜伏の地平尾山荘へ 

■特別講演 

 「高杉晋作と筑前藩士 功山寺決起の舞台裏」 

  講師：力武豊隆氏（筑前維新史学会会員） 

■アークホテルロイヤル福岡天神にてワイン会 

【11月 16日】宰府まいり 

 高杉と望東尼の天神信仰 

■ 志士の歩いた道   

  晋作や龍馬などの志士が歩いた天満宮参道  

～延寿王院～太宰府天満宮 

■太宰府天満宮文書館にて知られざる幕末の 

太宰府を学び、志士たちの思いに触れる 

協力：平尾望東会・福岡夜話会・歩かんね太宰府 



  

 

 

 

 

 

 

【１日目：１１月１５日（土）】＜＜幕末の筑前へタイムスリップ＞＞    ※移動に必要な交通費は各自負担です。 

13：30 西鉄平尾駅集合＝＝平尾山荘（野村望東尼山荘・高杉潜伏の地）＝＝天神＝＝西郷隆盛潜伏の地＝少林寺(月

形洗蔵墓所)＝＝アークホテルロイヤル福岡天神にて ★力武豊隆氏講演会 ★ワイン会(夕食・宴会) 

【２日目：１１月１６日（日）】＜＜宰府まいり 高杉と望東尼の天神信仰・高杉や龍馬が歩いた道を辿る ＞＞ 

10：15太宰府駅集合＝＝薩摩藩御用達松屋（梅が枝もち）＝太宰府参道＝梅の花太宰府別荘自然(昼食)＝＝＝ 

太宰府天満宮（参拝・文書館・延寿王院・太宰府天満宮神職によるご案内）＝16：00頃解散 

 

■お申込・問合せ先 

旅行企画・実施  

ウェブ販売センター九州・国内 
総合旅行業務取扱管理者 照屋亮 

 

ご旅行条件（要約）●募集型企画旅行契約/この旅行は、旅行企画・実施者の西鉄旅行株式会社（観光庁長官登録旅行業第579 号）が企画・募集
し実施する企画旅行で、この旅行に参加されるお客様は当社と募集型企画手配旅行契約を締結することになります。また、旅行条件は各プラン毎の他、

出発前にお渡しする確定書面及び当社旅行業務約款募集型企画旅行契約の部によります。詳しい旅行条件を説明した書面をお渡ししますので、事前に
ご確認の上お申し込みください。 
●取消料 

旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、次の金額を取消料として申し受けます。（お１人様） 

契約解除の日 左記以外に開始する旅行 

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって 20日目にあたる日以降 8 日目にあたる日まで 旅行代金の２０％ 

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって 7日目にあたる日以降 2 日目にあたる日まで 旅行代金の３０％ 

旅行開始日の前日 旅行代金の４０％ 

旅行開始日の当日 旅行代金の５０％ 

旅行開始後又は無連絡不参加 旅行代金の１００％ 

 

〒810-0022 福岡市中央区薬院 3-16-26  

TEL：092-525-1981 FAX：092-526-5403 
E-Mail：fukwebbranch@travel.nnr.co.jp 
営業時間：  （月－金）10：00～17：00  （土）    10：00～12：00  （日・祝）休業 

 

西鉄旅行のホームページから

お申込いただけます。 

【旅行代金】 お一人様 ２０,０００円 

■食事：昼１回（梅の花太宰府別荘自然庵） 
夜１回（アークホテルでのワイン会） 

■宿泊費用、交通費は含みません。 
■添乗員は同行いたします。 
■最少催行人員：１５名 

 

 

 

【今回の見どころ】 
■１５０年前、高杉晋作が野村望東尼に匿われた平尾山荘へ 

 １５０年前高杉が福岡にいた同じ時期に同じ場所へ！ 

■図書出版のぶ工房「筑前維新の道」で「薩長連合の先駆者 

月形洗蔵」などを執筆された力武豊隆先生に功山寺決起

に至る秘話などのお話を伺います。 

■１日目の夕食は福岡夜話会で大好評だったワイン会。 

博多ならではのおいしいお料理もお楽しみに。 

■２日目は歩かんね太宰府のガイドのご案内で散策 

■薩摩藩御用達御宿だった松屋にて梅が枝もちを頂きます。 

 中庭には清水寺月照の歌碑があります。晋作や龍馬も歩い

た参道を散策しながら太宰府天満宮へ向かいます。 

■太宰府天満宮では参拝後、特別に文書館をお借りして天満

宮神職より幕末の太宰府、高杉のお話を伺います。 

 文書館は道真公御神忌千年の明治３８年に建てられた桟

瓦葺きの木造建築です。 

■五卿が滞在した延寿王院の敷地内に特別に入れていただ

きます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★オプショナルプラン【宿泊のご案内】 

１１月１５日（土）福岡市内ホテル  

ご希望の方はお問い合わせください。 

※福岡市内イベント等により宿泊施設が混んでおりますのでお早目にご

手配ください。 

「２０１７年晋作伝プロジェクト」 
２０１８年明治維新１５０年、そして２０１７年高杉晋作没後１５０年を迎えます。「２０１７年晋

作伝プロジェクト」では、２０１２年より始動。 

通常のツアーでは聞けないような高杉晋作や幕末の志士の話を聞きながら、１５０年前のそこに生

きた彼らの軌跡を訪ねます。 

FACEBOOK:高杉晋作ファンサイト 西鉄旅行ＨＰ内：晋作伝プロジェクト 

【イラスト：「百花春風抄」（講談社）朔田浩美】「 

★交通のご案内★ 

移動は西鉄電車を利用いたします。Suica,pasmo,icoca,nimoca,sugoca 等全国の交通系

ICカードをご利用いただけます。 

★２日目 太宰府へのアクセス 

西鉄福岡天神駅発 09：45⇒太宰府着 10：14【急行】へ
ご乗車ください。太宰府行直行の電車です。特別列車「旅
人」での運行予定です。 
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